
〔
あ
い
う
え
お
順
〕

世
話
人

住
　
　 

職

（
会
　
計
）

下
山
　
晴
夫

小
此
木
秀
夫 

太
田
　
亨
文

石
原
　
竹
雄

池
田
伊
佐
男

坪
井
　
良
廣

顧
　
　
問

長
沢
弘
一
郎

総
　
　
代

東
 
洋
　
一

天

笠

勝

美

石

原

信

子

板

井

政

夫

板

倉

光

夫

岩

崎

信

作

岩

崎

親

道

内

野

正

章

梅

沢

守

夫

大

里

政

由

岡

村

栄

三

小

川

廣

夫

金
丸
由
太
郎

金

子

　

清

金

子

宗

吉

金

子

恒

雄

木

島

幸

雄

木
島
冨
美
雄

桐

生

高

治

桑
子
三
喜
男

桑

原

金

吉

小

林

詔

一

小

林

当

二

小

林

満

寛

五
味
田
　
博

清

水

義

男

下
山
直
二
郎

下

山

博

康

田

嶋

新

二

田

島

輝

雄

館

　

盛

治

谷

啓

津
久
井
禄
治

都

筑

啓

友

長
沢
吉
太
郎

中

島

正

雄

長
谷
川
孝
元

羽
田
野
孝
次
郎

廣

神

重

子

平

方

敏

郎

前

原

高

男

峯

崎

一

男

山

鹿

精

一

吉

田

長

生
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発
　
行

　
十
二
月
三
十
一
日
「
除
夜

の
鐘
」
十
一
時
よ
り
恒
例
の

「
甘
酒
」
の
接
待
を
い
た
し

ま
す
。
古
い
お
札
や
縁
起
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
下

さ
い
。
前
庭
に
て
お
た
き
上

げ
致
し
ま
す
。

除
夜
の
鐘
は
十
一
時
三
十
分

よ
り
、
撞
き
初
め
ま
す
。
お

誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
詣

り
下
さ
い
。

　
元
旦
〇
時
よ
り
　
本
堂
に

て
、
本
年
の
厄
を
消
除
す
る
、

初
厄
除
け
の
祈
願
を
致
し
ま

す
。
一
日
よ
り
五
日
ま
で
厄

除
け
を
行
い
ま
す
。
ま
た
四

日
は
大
祭
で
す
。
九
時
よ
り
、

ご
祈
祷
を
致
し
ま
す
。

皆
様
の
御
参
り
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
、

電
話
で
も
申
込
み
を
受
付
け

て
い
ま
す
来
ら
れ
な
い
方
は

送
り
ま
す
」

http://w
w

w
.hosenji.or.jp

平成 1 7 年 の厄 年
男の大厄４２才

女の小厄３７才

女の大厄３３才

男２５才の厄年

女１９才の厄年

幼児４才の厄年

男女６１才の厄年

38年

43年

47年

55年

61年

13年

18年

後厄
昭和

平成

昭和

生
れ 39年

44年

48年

56年

62年

14年

19年

本厄
生
れ 40年

45年

49年

57年

63年

15年

20年

前厄

生
れ

１３才詣り・男女平成5年生れ

　
縁
起
の
良
い
七
福
神
は
、

幸
福
を
も
た
ら
す
七
人
の
神

さ
ま
。
室
町
時
代
に
画
題
の

竹
林
の
七
賢
人
に
な
ぞ
ら
え

て
七
体
の
福
神
を
取
り
そ
ろ

え
た
の
が
は
じ
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教

や
中
国
思
想
な
ど
か
ら
人
材

が
選
ば
れ
、
日
本
的
な
神

さ
ま
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
七
福
神
の

特
徴
で
す
。
江
戸
時
代
に
は
、

「
元
旦
か
ら
七
草
の
日
ま
で

に
七
福
神
を
巡
る
」
と
い

う
の
が
招
福
の
行
事
と
し

て
流
行
り
、
広
ま
り
ま
し
た
。

 

　
桐
生
に
は
、「
桐
生
七
福

神
巡
り
」
が
有
名
で
、
現

在
で
は
「
正
月
の
七
福
神

め
ぐ
り
」
は
、
は
と
バ
ス

の
コ
ー
ス
に
も
な
り
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
は
、
弁
財
天(

光

明
寺
・
宮
本
町
三
丁
目)

、

寿
老
人(

妙
音
寺
・
西
久
方

町
一
丁
目
財
天(

光
明
寺
・

宮
本
町
三
丁
目)

、
寿
老
人

(

妙
音
寺
・
西
久
方
町
一
丁

目)

、
大
黒
天(

法
経
寺
・
同)

、

福
禄
寿(

青
蓮
寺
・
同)

、

恵
比
寿(

久
昌
寺
・
天
神
町

三
丁
目)

、
毘
沙
門
天(

鳳

仙
寺
・
梅
田
町
一
丁
目)

、

布
袋
尊(

西
方
寺
・
同)

。

で
吾
妻
山
東
面
の
県
緑
地

環
境
保
全
地
域
に
近
く
、

大
川
美
術
館
、
吾
妻
公
園
、

駅
に
も
近
い
寺
を
め
ぐ
る

観
光
コ
ー
ス
約
７
・
５
キ

ロ
で
す
。

　
七
福
神
は
い
ず
れ
も
各

寺
の
歴
史
あ
る
祭
神
ば
か

り
で
徒
歩
で
も
巡
れ
る
近

さ
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
七
人
の
神
様
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

恵
比
寿
（
え
び
す
）
さ
ま

と
は
…

右
手
に
釣
竿
、
左
手
に
鯛

を
か
か
え
て
い
る
恵
比
寿

さ
ま
は
、
も
と
も
と
漁
師

の
神
さ
ま
。
そ
れ
が
、
海

産
物
の
売
買
に
つ
な
が
っ

て
商
売
繁
盛
の
神
さ
ま
と

な
り
ま
し
た
。

大
黒
（
だ
い
こ
く
）
さ
ま

と
は
…

大
黒
さ
ま
は
、
も
と
は
イ

ン
ド
の
台
所
の
神
マ
ハ
ー

カ
ー
ラ
（
大
黒
天
）。
台
所

の
神
と
い
う
こ
と
は
、
食

料
品
を
購
入
す
る
こ
と
、

ひ
い
て
は
家
計
を
つ
か
さ

ど
る
と
い
う
わ
け
で
、
大

き
な
袋
に
お
金
を
つ
め
て

い
る
の
で
す
。

毘
沙
門
天
（
び
し
ゃ
も
ん

て
ん
）
と
は
…

毘
沙
門
天
（
別
名
…
多
聞
天
）

は
、
も
と
は
イ
ン
ド
武
将

四
天
王
の
ひ
と
り
と
い
う

強
い
神
さ
ま
。
現
在
で
は
、

武
力
で
貧
乏
神
を
追
い
払

っ
て
く
れ
る
神
さ
ま
と
し
て
、

「
福
の
神
」
の
ひ
と
り
に
数

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
禄
寿
（
ふ
く
ろ
く
じ
ゅ
）

と
は
…

鶴
と
亀
を
し
た
が
え
、
り

っ
ぱ
な
白
髭
の
福
禄
寿
の

ル
ー
ツ
は
、
中
国
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
人
徳
や
、

寿
命
に
関
し
て
御
利
益
を

さ
ず
け
て
く
れ
る
神
様
で
す
。

布
袋
（
ほ
て
い
）
さ
ま

と
は
…

中
国
後
梁
時
代
の
実
在
の
僧
、

契
此
（
か
い
し
）
が
モ
デ
ル
。

吉
凶
の
判
断
に
す
ぐ
れ
、

未
来
を
予
知
す
る
才
に
長

け
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
福
の

神
の
ひ
と
り
に
数
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

弁
財
天
（
べ
ん
ざ
い
て
ん
）

と
は
…

美
人
の
代
名
詞
「
弁
天
さ
ま
」

の
前
身
は
、
イ
ン
ド
の
水

の
女
神
、
サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
。

サ
ラ
ス
バ
テ
ィ
は
河
の
せ

せ
ら
ぎ
の
音
か
ら
音
楽
の

神
と
な
り
、
転
じ
て
弁
舌

の
神
（
弁
才
天
）、
知
恵
の

神
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

寿
老
人
（
じ
ゅ
ろ
う
じ
ん
）

と
は
…

つ
え
、
う
ち
わ
を
持
ち
鹿

を
連
れ
た
お
じ
い
さ
ん
。

こ
の
鹿
肉
を
食
っ
た
者
は

二
千
年
生
き
ら
れ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
見
た
目
ど

お
り
、
長
寿
と
知
恵
の
神

さ
ま
で
す
。
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初
厄
除
け

新
し
い
年
に
は
厄
除
け

新
し
い
年
に
は
厄
除
け

こ
ろ
ば
ぬ
先
の
杖

　
つ
ま
づ
い
た
っ
て
い
い

じ
ゃ
な
い
か
に
ん
げ
ん
だ

も
の
ー
。
人
間
の
弱
さ
や

正
直
な
気
持
ち
を
独
特
の

筆
遣
い
で
表
現
し
た
、
書

家
で
詩
人
の
相
田
み
つ
を

の
半
生
を
描
い
た
ド
ラ
マ

が
昨
年
鳳
仙
寺
の
本
堂
、

室
中
の
間
、
境
内
で
ロ
ケ

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ド
ラ
マ
は
朝
日
テ
レ

ビ
で
放
映
さ
れ
ご
ら
ん
に

な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ド

ラ
マ
の
か
ん
と
く
、
ス
タ

ッ
フ
等
、
皆
さ
ん
か
ら
口

で
は
言
え
な
い
何
か
お
ち

つ
く
お
寺
さ
ま
と
、
皆
様

か
ら
う
れ
し
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
豊
か
な
自
然
に
め
ぐ

ま
れ
た
お
も
む
き
の
あ
る

お
寺
を
守
り
な
が
ら
古
い

中
に
キ
ラ
ッ
と
光
る
今
を

と
り
入
れ
て
行
き
た
い
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

相
田
み
つ
を
物
語
ロ
ケ
の

様
子
か
ら



平
成
十
七
年
度  

年
回
表

一

周

忌

平

成

十

六

年

三

回

忌

平

成

十

五

年

七

回

忌

平

成

十

一

年

十
三
回
忌

平

成

五

年

十
七
回
忌

平

成

元

年

二
十
三
回
忌

昭
和
五
十
八
年

二
十
五
回
忌

昭
和
五
十
六
年

二
十
七
回
忌

昭
和
五
十
四
年

三
十
三
回
忌

昭
和
四
十
八
年

三
十
七
回
忌

昭
和
四
十
四
年

四
十
三
回
忌

昭
和
三
十
八
年

四
十
七
回
忌

昭
和
三
十
四
年

五
十
回
忌

昭
和
三
十
一
年

百

回

忌

明
治
三
十
九
年

日
曜
・
祝
日
の
御
法
事
お
申
込
み
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

↑
上
記
は
、上
毛
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
秋
葉
三
尺
坊
大
祭

と
イ
ボ
地
蔵
、そ
し
て
→
右

記
は
粕
川
月
田
地
区
に
伝
わ

る
鳳
仙
寺
の
三
尺
坊
の
お
札

を
持
ち
帰
り
行
わ
れ
る「
御

日
待
講
」の
記
事
で
す
。

《
日
》

　
第
一
・
三
木
曜
日

《
時
間
》

　
一
時
三
〇
分
〜
三
時
ま
で

　
池
の
坊

申
し
込
み
は
鳳
仙
寺
ま
で

曹洞宗婦人会創立30周年記念事業

お写経のお願いお写経のお願い

　
平
成
十
七
年
十
月
二
十
日

大
本
山
総
持
寺
に
て
創
立
三

十
周
年
記
念
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。そ
の
記
念
事
業
で

あ
る
お
写
経
を
下
記
の
要
項

で
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。修
正
義
の
第
二

章
少
し
む
ず
か
し
い
の
で
す

が
、新
し
い
年
を
む
か
え
て

静
か
な
気
持
ち
で
写
経
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み
は
鳳
仙
寺
婦
人
会

（
鳳
仙
寺
三
二
ー
一
一
七
七
）

納
経
料
　
千
円（
台
紙
一
枚
、

用
紙
三
枚
）

一
枚
納
め
て
下
さ
い
。

花
道
教
室

　  

御
案
内

　
梅
花
流
詠
讃
歌
を
お
友
達

ら
を
さ
そ
っ
て
グ
ル
ー
プ
で

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
寺
の
法
要
等
で
詠
讃
歌
を

き
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

な
ん
だ
か
と
て
も
や
す
ら
か

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
ね
。

古
く
か
ら
日
本
で
使
わ
れ
て

い
る
五
音
音
階
を
お
も
に
使

っ
た
歌
だ
か
ら
で
す
。ド
レ

ミ
フ
ァ
ソ
ラ
シ
ド
の
４
番
目

「
フ
ァ
」と
７
番
目「
シ
」を
使

わ
な
い
ド
レ
ミ
ソ
ラ
ド
で
で

き
て
い
ま
す
。

お
経
と
ち
が
っ
て
詠
讃
歌
に

は
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
。

大
昔
か
ら
人
間
は
歌
う
こ
と

に
よ
っ
て
、自
分
の
中
に
わ

き
あ
が
る
気
持
ち
や
、感
情

を
あ
ら
わ
し
て
き
ま
し
た
。

詠
讃
歌
は
ほ
と
け
さ
ま
や
そ

の
教
え
を
た
た
え
る
歌
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

今
年
こ
そ
は
何
か
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
方
、詠
讃
歌

を
始
め
ま
せ
ん
か
？

申
し
込
み
は
鳳
仙
寺
ま
で

三
二
ー
一
一
七
七

2
台
が

ぴ
っ
た
り

合
っ
て

ゆ
め
キ
ン
グ

サ
イ
ズ

（２）　２００５年号　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　鳳　　　　仙　　　　　　　　　　　　　　　  　　平成１７年（２００５年）１月１日（日）発行

]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]

]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]
]

　
毎
月
一
日（
正
月
を
除
く
）

七
時
よ
り
八
時
半
ま
で
座
禅

と
朝
粥
の
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。皆
様
お
出
で
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　（
会
費
無
料
）

　
上
記
写
真
は
青
山
の
美
術

館
で
大
本
山
総
持
寺
主
催
の

座
禅
会
に
て
指
導
し
て
い
る

副
住
職
坪
井
良
樹
の
写
真
で

す
。

座禅と朝粥の会座禅と朝粥の会

　
去
年
の
十
月
十
六
日
に
は
、

良
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
う
え

に
、大
勢
の
参
列
者
を
得
て
、

十
一
時
よ
り
予
定
ど
お
り
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
祭
に

先
立
っ
て
茶
室
で
お
茶
が
ふ

る
ま
わ
れ
、参
列
者
は
心
静

か
に
法
要
に
臨
み
ま
し
た
。

　
秋
祭
り
は
、今
年
で
４
回

目
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
三
年
は
、ロ
ス
・
ト
レ

ス
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス 

で
、ア
ン

デ
ス
音
楽
。

平
成
十
四
年
は
、斉
・
布
日
古

徳 

チ
・
ブ
ル
グ
ド 

内
モ
ン
ゴ

ル
の
馬
頭
琴
演
奏
。

平
成
十
五
年
は
、い
し
ざ
か

び
ん
が
氏
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
ラ

イ
ブ
と
W
I
S
H
の
オ
カ
リ

ナ
演
奏
。

と
山
門
前
の
境
内
で
夕
方
か

ら
の
ラ
イ
ブ
で
し
た
。

去
年
は
、吉
岡
龍
見
氏
の
尺
八
、

冨
元
清
英
氏
の
三
弦
、琴
の

演
奏
が
本
堂
で
行
わ
れ
参
加

者
は
幽
玄
の
世
界
へ
引
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

ロス・トレス・アミーゴス明治時代のポスター

斉・布日古徳／チ・ブルグド吉岡龍見氏／冨元清英氏 いしざかびんが氏とWISH

詠
讃
歌
の
御
案
内

詠
讃
歌
の
御
案
内


